
特定開発事業構想届について
《 意見聴取》

海老名市東柏ケ谷二丁目
共同住宅（ ８ 階・ ５ ５ 戸 ）

令和６ 年５ 月23日（ 木）
海老名市まちづく り 部住宅まちづく り 課
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特定開発事業構想届について
令和６ 年２ 月２ 日付で、 海老名市住みよいまちづく り 条例第33条第１ 項に

基づく 特定開発事業構想届の提出があり ました。

こ のこ と から 、 条例33条第２ 項に基づき、 市が事業者に対して行う 『 意見又

は指導・ 助言』 について意見聴取を行わせていただく ものです。

案件
東柏ケ谷二丁目1752番１ ほか１ 筆
工業系用途に建築する大規模共同住宅

特定開発事業と は

特定開発事業
の対象と なるも

の

○工業系用途に建築する大規模共同住宅
〇工業系用途に建築する大規模小売店舗
○鉄塔類
○廃棄物処理施設
○パチンコ屋、 ゲームセンター
○ラブホテル
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特定開発事業の手続きフロー

詳細

ｃ

構想届受理から通知までの流れ
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市のまちづく り に関
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参考資料

【 海老名市住みよいまちづく り 条例】 （ 抜粋）
（ 特定開発事業構想届）

第３ ３ 条 事業者は、 別表第１ に規定する特定開発事業（ 以下「 特定開発事業」 と い
う 。 ） に該当する建築物の建築又は工作物の築造を構想すると きは、 第３ ６ 条に規定す
る開発基本計画書を提出しよ う と する ３ 月前までに、 規則で定める特定開発事業構想届
（ 以下「 構想届」 と いう 。 ） を市長に提出しなければならない。

２ 市長は、 前項の規定による提出を受けたと きは、 構想届の内容について公表をし 、
規則で定める特定開発事業による影響事項をあらかじめ海老名市都市計画審議会の意見
を聴いて判断するも のと する。

（ 特定開発事業の通知書）
第３ ４ 条 市長は、 前条第２ 項の規定による判断を事業者へ通知すると と も に、 必要に
応じ事業者に対する指導又は助言を行う も のと する。
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【 海老名市住みよいまちづく り 条例施行規則】 （ 抜粋）

【 海老名市住みよいまちづく り 条例】 （ 抜粋）

（ 特定開発事業による影響事項）
第４ １ 条 条例第３ ３ 条第２ 項に規定する影響事項は、 次のと おり と する。
( １ )条例別表第１ の１ に規定する大規模共同住宅による影響事項

ア 条例第７ 条に規定するまちづく り の計画に関する影響
イ 行おう と している開発事業による建築物が与える周辺の居住環境等への影響
ウ 行おう と している開発事業による建築物が与える周辺の景観への影響

（ まちづく り の計画）
第７ 条 市のまちづく り は、 法第１ ８ 条の２ 第１ 項の規定に基づき市の都市計画に関す
る基本的な方針を定めた海老名市都市マスタープランのほか、 次に掲げる計画等により
行わなければならない。

( １ ) 第１ ０ 条及び第２ ７ 条に規定するまちづく り 重点計画
( ２ ) 第１ ５ 条に規定するまちづく り 市民活動計画
( ３ ) 法第１ ２ 条の４ 第１ 項第１ 号に規定する地区計画
( ４ ) 建築基準法第６ ９ 条に規定する建築協定
( ５ ) 都市再生特別措置法（ 平成１ ４ 年法律第２ ２ 号） 第８ １ 条第１ 項に規定する

立地適正化計画
( ６ ) 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（ 平成１ ９ 年法律第５ ９ 号） 第５

条第１ 項に規定する地域公共交通計画
（ ７ ） 海老名市景観条例（ 平成２ １ 年条例第１ ８ 号） 第６ 条の景観推進計画
( ８ ) 海老名市道路交通マスタープラ ン
( ９ ) 前各号に掲げるも ののほか、 市が策定した方針、 計画等のう ち、 まちづく り に

関するも の 5



特定開発事業の概要

事業者 パナソ ニッ ク ホームズ株式会社

計画地 東柏ケ谷二丁目1752番１ 、 1753番１

地域地区 準工業地域（ 建ぺい率６ ０ ％／容積率２ ０ ０ ％）

計画概要

共同住宅（ ８ 階・ ５ ５ 戸）

延床面積： 約４ ,１ ５ ０ ． ０ ０ ㎡

事業区域面積： １ ,９ １ ４ ． ５ ４ ㎡

着手予定 令和６ 年１ ０ 月上旬

完了予定 令和８ 年３ 月下旬
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広域案内図
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事業区域

東柏ケ谷近隣公園



配置図
Ｎ

市道90号線
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機械式駐車場

駐輪場

住宅棟

平面式駐車場



立面図

立面図
（ 北側）

立面図
（ 南側）
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立面図
（ 西側）

立面図
（ 東側）

約24.33m



事前に確認した影響事項

規則第４ １ 条第１ 号で規定する影響事項 市と して事前に庁内確認した結果

ア） 条例第７ 条に規定する

まちづく り 計画に関する影響 『 都市マスタープラン』
良好な市街地の形成に資する計画と す
るこ と を求める。

『 立地適正化計画』
立地適正化計画の方針に即した計画と
するこ と を求める。

『 景観推進計画』
景観形成基準に配慮した計画と するこ
と を求める。

イ ） 周辺の居住環境等への影響

ウ） 周辺の景観への影響

10

今回ご意見をいただく 影響事項



市から事業者に対する意見（ 案）

条例第34条

• 海老名市のまちづく り に関する計画に則した、
良好な市街地の形成に資する事業と なるよ う 求
めます。

• 周辺の居住環境・ 景観への影響に対し、 土地利
用計画、 立面計画、 色彩、 緑化等に配慮するこ
と を求めます。
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今回ご意見をいただく 影響事項
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１ 条例第７ 条に規定するまちづく り 計画に関する影響

・ 第１ ０ 条及び第２ ７ 条に規定するまちづく り 重点計画
・ 第１ ５ 条に規定するまちづく り 市民活動計画
・ 法第１ ２ 条の４ 第１ 項第１ 号に規定する地区計画
・ 建築基準法第６ ９ 条に規定する建築協定
・ 都市再生特別措置法（ 平成１ ４ 年法律第２ ２ 号） 第８ １ 条第１ 項に規定する立地適正

化計画
・ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（ 平成１ ９ 年法律第５ ９ 号） 第５ 条

第１ 項に規定する地域公共交通計画
・ 海老名市景観条例（ 平成２ １ 年条例第１ ８ 号） 第６ 条の景観推進計画
・ 海老名市道路交通マスタープラン
・ 前各号に掲げるもののほか、 市が策定した方針、 計画等のう ち、 まちづく り に

関するも の

３ 周辺の景観への影響

２ 周辺の居住環境等への影響
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City Planning division,urban policy

第８回線引き見直しに係る市案の申出について

令和６年５月23日(木)
令和６年度第１回都市計画審議会

海老名都市計画 区域区分の変更等について

資料２－１



目 次

１ 報告の位置づけ
２ 整備、開発及び保全の方針等の変更(案）
３ 区域区分の変更（案）
４ その他の都市計画の変更（案）
５ スケジュール

※ 整備、開発及び保全の方針等及び区域区分の変更（案）について、
神奈川県へ市の案を申出する予定です。
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１ 報告の位置づけ
(１) 本審議会への報告経過（第８回線引き見直し）

日 程 都市計画審議会 概 要
令和５年２月13日 令和４年度第４回都市計画審議会 取り組み開始報告
令和５年８月25日 令和５年度第２回都市計画審議会 都市計画手続きの進捗状況
令和６年２月15日 令和５年度第４回都市計画審議会 都市計画手続きの進捗状況

(２) 報告の位置づけ
区域区分とは、おおむね10年後の人口及び産業の見通しのもと、無秩序な市街化を防止

するため、都市計画区域を市街化区域と市街化調整区域に区分するもので、都市計画の
根幹をなすものです。

この区域区分を見直すことを「線引き見直し」といい、神奈川県ではおおむね5年ごとに県内
一斉で、この「線引き見直し」を行っています。前回の線引き見直しは、平成28年に行われた
第７回線引き見直しです。

第８回線引き見直しについては、令和４年から協議・調整を進めてきました。
ここで、概ねの協議が整い、海老名都市計画の案について神奈川県へ申出する段階となっ

たこから、海老名市都市計画審議会へその内容と進捗状況を報告するものです。 2



(３) 線引き見直しの経過（区域区分の見直し）

3

実施日（告示日） 内容 備 考（本市の動き）

昭和45年６月 当初線引き
(市街化区域と市街化調整区域に区分)

昭和45年６月（人口4.5万人）
行政区域 2,520ha
市街化区域 1314.3ha
市街化調整区域 1205.7ha

令和６年３月（人口14万人）
行政区域 2,659ha
市街化区域 1,479ha
市街化調整区域 1,180ha

昭和54年３月 第１回線引き見直し
昭和59年12月 第２回線引き見直し
平成２年12月 第３回線引き見直し
平成９年３月 第４回線引き見直し
平成13年11月 第５回線引き見直し
平成21年９月 第６回線引き見直し
平成28年11月 第７回線引き見直し
令和７年 第８回線引き見直し（取組み中）

※ 平 成 2 8 年 1 1 月 の 第 ７ 回 線 引 き見 直 し で 「 一 般保 留 」 に 設 定し た 「 海 老 名 市 役 所 周
辺地区」は、令和６年３月29日に市街化調整区域から市街化区域に変更されました。

人口の増加とともに、
市街化区域を拡大

１ 報告の位置づけ



２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）

区分 № 案件（予定）

県
決
定
案
件

１ 海老名都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更

２ 海老名都市計画 都市再開発の方針の変更

３ 海老名都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更

４ 海老名都市計画 区域区分の変更

市
決
定
案
件

１ 海老名都市計画 用途地域の変更

２ 海老名都市計画 防火地域及び準防火地域の変更

３ 海老名都市計画 下水道の変更（第１号海老名公共下水道）

(１) 第８回線引き見直しに伴い、予定する都市計画の決定・変更一覧表
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２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）
(２)第８回線引き見直しで取り組むこと

線引き見直しで決定（変更）する都市計画は主に以下の内容があります。（県決定案件※）
決定(変更)する都市計画の種類 内 容 法令根拠

整備、開発及び保全の方針
「整開保」とも呼ばれています。

一体の都市として整備、開発及び保全すべき区域と
して定められる都市計画区域全域を対象として、長期
的視点に立った都市の将来像を明確にするとともにそ
の実現に向けて、都市計画の基本的な方針を定める
ものです。（区域区分の方針、都市計画の目標など）

法第6条の2

区域区分
（詳細は次章によります）

都市計画区域について無秩序な市街化を防止し、
計画的な市街化を図るため、市街化区域と市街化調
整区域との区分を定めるものです。

法第7条

都市再開発の方針 「都市再開発法」に基づき、計画的な再開発を行うこ
とにより都市全体の機能の回復、向上に貢献することと
なる市街地で、既成市街地を中心として、再開発の目
標や土地の高度利用に関する方針などを定めるもので
す。

法第7条の2
第1項第1号

住宅市街地の開発整備の方針 「大都市地域における住宅及び住宅地の供給の促
進に関する特別措置法」に基づき、実現すべき住宅市
街地のあり方、住宅の建設及び更新、良好な居住環
境の確保に係る目標などを定めるものです。

法第7条の2
第1項第2号

5※神奈川県が決定する都市計画です。市で決定する都市計画の案件については、第５章で説明します。



２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）
(３) 「海老名都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の変更について
主な変更点は、以下のとおりです。

内 容 新旧

①

地域毎の都市像の位置づけを明確化
・都市交流拠点（海老名駅周辺）
・地域交流拠点（さがみ野駅周辺、厚木駅周辺）
・生活拠点（かしわ台駅周辺、門沢橋駅周辺、社家駅周辺）
・産業流通拠点（上郷、下今泉、中新田、本郷・門沢橋、本郷工業団地、上河内・今里）

Ｐ13

②
新市街地ゾーンの設定
・本区域北部（上今泉地区）
・本区域中央部（上今泉・下今泉五丁目地区、上郷・河原口地区、市役所西側地区）

Ｐ14
Ｐ30

③ 概ね10年以内に整備することを予定する主要な施設「さがみ野駅前広場」を追加 Ｐ23

④ 概ね10年以内に実施することを予定する土地区画整理事業「中新田丸田地区」を追加 Ｐ25

⑤ 概ね10年以内に整備することを予定する主要な公園緑地に
「中新田近隣公園」、「大谷杉久保地区公園」、「本郷ふれあい公園」を追加 Ｐ27
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２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）
整備、開発及び保全の方針 方針附図

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

上今泉周辺

上今泉・下今泉五丁目周辺

上郷・河原口周辺

市役所西側周辺

③駅前広場
さがみ野駅前広場

⑤公園緑地
中新田近隣公園

⑤公園緑地
大谷杉久保地区公園⑤公園緑地

本郷ふれあい公園

④土地区画整理事業
中新田丸田地区

7



新 旧

２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）
(４) 「海老名都市計画 都市再開発の方針」の変更について

主な変更点は、以下のとおりです。（P33、36、38）

①特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区である
「厚木駅南地区」については、事業が完了したことから削除します。

8



新 旧

①特に計画的な住宅市街地の整備又は開発が必要な重点地区である「海老名駅西口地区」
については、住宅供給が進み、住宅市街地が形成されたことから削除します。

②特に計画的な住宅市街地の整備又は開発が必要な重点地区について、新たに市街化区域
に編入した「海老名市役所周辺地区」を追加します。

２ 整備、開発及び保全の方針等の変更（案）
(５) 「海老名都市計画 住宅市街地の開発整備の方針」の変更について

主な変更点は、以下のとおりです。 （P41、42、43、44）

※各方針の詳細につきましては、別添資料「新旧対照表」をご高覧ください。 9



３ 区域区分の変更（案）
(１)区域区分の見直しについて
(１)－１ 区域区分の見直し（市街化区域と市街化調整区域を区分する）種別

保留設定 即時編入 事務的編入
・将来の推計人口等の見通しか
ら、市街地として必要と見込ま
れる区域について、線引き見直
しのタイミングで市街化区域へ編
入するのではなく、計画的な市
街地整備の見通しが明らかにな
るまで市街化区域への編入を
保留すること

・すでに市街地を形成
・計画的な市街地整備が確実な
区域 等
は、区域区分の変更告示時点に
おいて、市街化区域に編入

・道路整備、河川改修等により、
区域決定境界の地形地物等が
変更された区域 等
は、区域区分の変更告示時点に
おいて、市街化区域と市街化調
整区域の区分を変更します。

〇（実施） ×（未実施） 〇（実施）
第８回線引き見直しにおいて、
将来の見通しを踏まえ、計画的
な市街地整備の見通しが明らか
になるまで区域区分の変更（市
街化調整区域→市街化区域）
を保留します。

第８回線引き見直しでは、
市街化区域に編入する原則５
ha以上の区域はありません。

第８回線引き見直しにおいて、
地 形 地 物 等 の 変 更 に 伴 い 、
41箇所の区域区分の変更を
行います。
●市街化調整区域→市街化区域
●市街化区域→市街化調整区域

10



新

旧

３ 区域区分の変更（案）
(１)－２ 保留設定

令和２年 令和17年
都市計画区域内人口 137千人 132千人
市街化区域内人口 130千人 125千人
保留人口（うち特定保留人口） － 6.1千人 (ー)

◆ 市街化区域及び市街化調整区域の区分

平成22年 令和７年
都市計画区域内人口 128千人 135千人
市街化区域内人口 120千人 127千人
保留人口（うち特定保留人口） － － (－)

※令和２年の人口は国勢調査
※令和17年の人口は令和５年８月に示された県の将来推計人口や国立社会保障・人口問題研究所

の推計人口等を踏まえ、県が推計したもの
（R5.12 新たな社人研 人口予測値が公表︓本市の令和17年の人口予測 140,039人）

※旧については、第７回線引き見直しにおける数値（平成28年11月）
一般保留に設定していた3,500人は、「市役所周辺地区」を市街化区域へ編入したことから「ー」 11



将来の推計人口に基づき、既存の市街化区域に収容できない人口の受け皿とする区域
（候補地）については、計画的な市街地整備の見通しが明らかになるまで市街化区域へ
の編入を保留します。

将来人口の受け皿について、市街地として必要と見込まれる面積（市街化区域への編入
候補地）を設定することを人口フレーム（人口フレーム方式）といいます。

◆ 保留設定について

３ 区域区分の変更（案）
(１)－２ 保留設定

令和２年 令和17年
都市計画区域内人口 137千人 132千人
市街化区域内人口 130千人 125千人
保留人口（うち特定保留人口） － 6.1千人 (ー)

① 保留人口 6,100人は、
令和２年を基準年として、令和17年の都市計画区域（海老名市全域）の将来人口を推計した場合、本市におけ

る既存の市街化区域に収容できない人口です。
② 保留とは、

保留とは、将来の推計人口や産業活動の見通しから、市街地として必要と見込まれる区域について、線引き見直しと
同時に市街化区域へ編入するのではなく、土地区画整理事業などによる計画的な市街地整備の見通しが明らかになる
まで市街化区域への編入を保留するものです。

12



◆保留人口が設定される理由について

３ 区域区分の変更（案）
(１)－２ 保留設定

■第８回線引き見直しに向けて(提言) 神奈川県 「第８回線引き見直しに向けた検討会」
神奈川県全体の人口に着目すると、2020（令和２）年をピークに人口減少が見込まれているが、目標年次であ

る2035（令和17）年を見据えても、今後県が推計する人口及び産業の伸びが引き続き見込まれる地域に限っ
ては、その伸びの範囲内で必要となる新市街地を引き続き創出していくべきである。（抜粋） ［令和４年３月］
➤引き続き、人口の増加が見込まれる本市においては、新たな市街地を創出していく方針です。

■既存の市街化区域に収容できない人口の考え方（人口フレーム）
県が推計した将来人口に対して、災害レッドゾーンや世帯当たり人員の変化率等、地域の実情に応じた将来人口

密を踏まえ、既存の市街化区域に収容できない人口を算定
➤将来推計においては一定の減少傾向がみられるものの、上記考え方に基づき、既存の市街化区域に

収容できない6,100人が算定されたことから、新たな市街地を創出していく方針です。

■えびな未来創造プラン2020の独自推計との整合
市総合計画である同プランの独自推計では、令和13年に145,600人が見込まれており、さらには将来人口15万

人を掲げています。また、市都市マスタープランも将来推計を上方修正（令和５年7月改定）しました。

➤本市における単純推計でも、引き続き人口の増加が見込まれ、新市街地の創出が必要です。
13



整備、開発及び保全の方針 方針附図

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

②新市街地ゾーン

上今泉周辺

上今泉・下今泉五丁目周辺

上郷・河原口周辺

市役所西側周辺

14

３ 区域区分の変更（案）

◆おおむね 図の４地区を候補地として、今回設定
◆既存の市街化区域に収容できない人口の受け皿とする概ねの区域（候
補地）については、計画的な市街地整備の見通しが明らかになるまで市街
化区域への編入を保留

※ なお、上今泉・下今泉五丁目地区周辺については、一部で工業系のフレームを設定



３ 区域区分の変更（案）
(１)－３ 保留設定の考え方

海老名市都市マスタープラン
本市の将来におけるまちづくりの方向性を示す計画
◆土地利用検討地
今後（将来）、宅地化や工業・産業施設用地など

の土地利用の必要性を検討する地区を位置付け
◇市役所西側地区
◇上郷地区（海老名駅西口地区の西側）
◇本郷東南部地区 ◇目久尻川沿い周辺
◇社家・中野地区 ◇上今泉地区（北部）
◇上今泉地区（南西部）

15

土地利用検討地の
土 地 所 有 者 等 へ
意 向 調 査 を 実 施

市の都市計画上の
位置づけ等を検討

保留設定の候補地として４地区を選定



３ 区域区分の変更（案）
(１)－４ 事務的編入（P46-58）

番号 地区名 面 積
(ha)

用途地域等 事由前 後
101 下今泉五丁目 +0.01 調整 一住 道路整備

102 下今泉一丁目
・五丁目

+0.08 調整 一住
道路整備

201 0.00 一住 調整

103
上今泉

+0.01 調整 精度向上
界明確化202 －0.01 調整

104
上今泉三丁目

+0.02 調整 区域界の
調整203 －0.01 調整

105 上今泉四丁目 +0.03 調整 一住 道路整備

106 上今泉四丁目 +0.02 調整 一住 道路整備

204 柏ケ谷 －0.02 一住 調整 界明確化

107
上今泉六丁目

0.00 調整 一低
道路整備

205 0.00 一低 調整

108

国分北三丁目

0.00 調整 一低

道路整備
206 0.00 一低 調整

207 0.00 一住 調整

109 0.00 調整 一住

110 柏ケ谷・
望地二丁目 0.00 調整 一低 道路整備

111
国分南二丁目

0.00 調整
道路整備

208 －0.01 調整

112 望地一丁目 +0.01 調整 界明確化

113
大谷北一丁目

+0.01 調整 準工
道路整備

209 －0.01 準工 調整

一中高

一中高
一中高

一中高

一中高

一中高
一中高

■100番台は、
市街化調整区域から
市街化区域へ変更
■200番台は、
市街化区域から
市街化調整区域へ変更
を示します。

101

102,201

103,202

104,204 106
105

204

107,205

108,206,207,109

110111,208

112

113,209
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３ 区域区分の変更（案）
(１)－４ 事務的編入（P46-58）

番号 地区名 面 積
(ha)

用途地域等 事由前 後
114 中新田四丁目 0.00 調整 一住 道路整備

115 中新田四丁目
・五丁目 +0.01 調整 一住 道路整備

116 杉久保北三丁目
・大谷南五丁目

0.00 調整
界明確化

210 －0.01 調整

117
杉久保北二丁目

0.00 調整 準工
界明確化

211 －0.02 準工 調整

118 杉久保南一丁目 +0.02 調整 準工 道路整備

212 杉久保南一丁目 －0.01 一住 調整 界明確化

119
杉久保南四丁目

0.00 調整 一住
道路整備

213 0.00 一住 調整

120
杉久保北五丁目

+0.01 調整 一住
界明確化

214 0.00 一住 調整

215 杉久保北五丁目 －0.01 一住 調整 界明確化

121
門沢橋一丁目

0.00 調整 工業
道路整備

216 0.00 工業 調整

122 門沢橋一丁目
・六丁目 +0.03 調整 工業 界明確化

217 本郷 －0.03 工業 調整 界明確化

123
本郷

0.00 調整 工専
界明確化

218 －0.10 工専 調整

合計
市街化区域 +0.26 1,479ha （±0）

市街化調整区域 －0.24 1,179ha （±0）

二中高

二中高

■100番台は、
市街化調整区域から
市街化区域へ変更
■200番台は、
市街化区域から
市街化調整区域へ変更
を示します。

114

115

116,210

117,211

118
212

119,213

120,214

215

121,216

122

217

123,218
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３ 区域区分の変更（案）
(１)－４ 事務的編入
◆ 例① 「102,201 下今泉一丁目・五丁目地区」 （P47）

102 下今泉五丁目地区
市街化調整区域→市街化区域へ

201 下今泉一丁目・五丁目地区
市街化区域→市街化調整区域へ

歩道を設置する道路整
備工事に伴い、道路が拡
幅されたことから、道路中
心線を変更する事務的な
区域区分の変更です。 18



３ 区域区分の変更（案）
(１)－４ 事務的編入
◆ 例② 「217 本郷地区」 （P57）

217 本郷地区
市街化区域→

市街化調整区域へ

地形図に併せて、水路
中心に水路界を修正する
区域区分の変更です。
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区分 № 案件（予定）

県
決
定
案
件

１ 海老名都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更

２ 海老名都市計画 都市再開発の方針の変更

３ 海老名都市計画 住宅市街地の開発整備の方針の変更

４ 海老名都市計画 区域区分の変更

市
決
定
案
件

１ 海老名都市計画 用途地域の変更

２ 海老名都市計画 防火地域及び準防火地域の変更

３ 海老名都市計画 下水道の変更（第１号海老名公共下水道）

(１) 第８回線引き見直しに伴い、予定する都市計画の決定・変更一覧表

20

第
２
章

第
３
章

第
４
章

４ その他の都市計画の変更（案）



４ その他の都市計画の変更（案）
(２) 海老名都市計画 用途地域の変更

海老名都市計画 用途地域の変更・新旧対照表

種類
新旧用途地域別面積

面積の増減
新 旧

第一種低層住居専用地域 約 186ha 約 186ha +約0.02ha
第一種中高層住居専用地域 約 121ha 約 121ha +約0.01ha
第二種中高層住居専用地域 約 20ha 約 20ha ー約0.01ha
第一種住居地域 約 662ha 約 662ha +約0.10ha
第二種住居地域 約35ha 約35ha
近隣商業地域 約 39ha 約 39ha
商業地域 約 45ha 約 45ha
準工業地域 約 166ha 約 166ha
工業地域 約 143ha 約 143ha
工業専用地域 約 62ha 約 62ha ー約0.10ha

合 計 約1,479ha 約1,479ha +約0.02ha
21



４ その他の都市計画の変更（案）
(3) 海老名都市計画 防火地域及び準防火地域の変更

種 類
面 積

面積の増減新 旧
防火地域 約 45ha 約 45ha

準防火地域 約 887ha 約 887ha ＋約0.1ha

海老名都市計画 用途地域の変更・新旧対照表

(4) 海老名都市計画 下水道の変更（第１号海老名公共下水道）

種 類
面 積

面積の増減
新 旧

都市計画第１号
海老名公共下水道

排水区域
約1,479ha 約1,479ha ＋0.02ha

海老名都市計画 下水道の変更・新旧対照表
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５ スケジュール

県
事
前
協
議

5/23 10月下旬

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
説
明
会

県

決
定
案
件

市

決
定
案
件

市
案
の
申
出

県
素
案
確
定

県
素
案
の
閲
覧

公
聴
会
の
開
催 法

定

縦

覧

市
都
市
計
画
審
議
会
（
諮
問
・
意
見
照
会
）

県
都
市
計
画
審
議
会

国
法
定
協
議 変

更

告

示

国
事
前
協
議

県
法
定
協
議

5/26 6/3 ９月
令和７年度中を予定令和６年度
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